
インフラのストック効果とフロー効果

〇 インフラ整備による効果には、生産、雇用、消費等に直接的に波及する「フロー効果」と、整備後、社会資本
整備がストックとして使用されることによりもたらされる「ストック効果」がある。
〇 ストック効果は、安全・安心効果、生産性の向上効果、生活の質の向上効果の３つに分けられる。

社会資本
の効果

生産活動の創出 雇用の誘発フロー効果
所得増加による消費の

拡大

安全・安心効果
・耐震性の向上
・水害リスクの低減 等

生活の質の向上効果
・生活環境の改善
・アメニティの向上 等

生産性の向上効果
・移動時間の短縮
・輸送費の低下
・貨物取扱量の増加 等

人流・物流効率化
（生産性の向上効果、安全・安心）

人流・物流効率化
（生産性の向上効果、安全・安心）

インバウンド受入拡大
（生産性の向上）

インバウンド受入拡大
（生産性の向上）

港湾機能強化による物流施設面積の増加
（約110ha→約130ha) さらに大阪湾岸道路西
伸部の整備により、地域経済の発展が期待

港湾の国際競争力強化
（生産性の向上）

港湾の国際競争力強化
（生産性の向上）

治水安全度向上・地域経済の発展
（安全・安心、生産性の向上）
治水安全度向上・地域経済の発展
（安全・安心、生産性の向上）

旭川放水路の分流部改築により、
平成30年７月豪雨の際、浸水被害防止
（想定被害約3,300戸→０戸）（岡山県岡山市）

ストック効果

国際線のターミナル整備・スポット拡大によ
り、新千歳空港の乗降客数が約4.6倍に増加
（約80万人（H21）→約370万人（H30））

官民連携による賑わいの創出
（生活の質の向上）

官民連携による賑わいの創出
（生活の質の向上）

生活環境の改善
（生活の質の向上）
生活環境の改善

（生活の質の向上）

地下：下水処理場

地上：運動施設

官民が連携しハード・ソフトのリノベーショ
ンを実施することにより、中央公園周辺エリ
アにおける賑わいを創出（広島県福山市）

衛生的な住環境を提供する下水処理場の地上
部を運動施設として利用し、スポーツを通し
て、地域活性化にも貢献（岐阜県各務原市）

東京外かく環状道路（千葉区間）の開通や
一部区間の４車線化により、

首都高の渋滞損失時間が約３割減少


